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売
れ
っ
こ
メ
ー
ル
は
、
生
産
者
の
皆
様
が
弘
果
へ
出
荷
し

て
い
た
だ
い
た
商
品
の
売
立
て
を
、
そ
の
日
の
内
に
メ
ー
ル

で
ご
本
人
の
携
帯
電
話
等
へ
自
動
的
に
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

メ
ー
ル
配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
携
帯
電
話
等
を
ご
持

参
の
う
え
、
精
算
所
ま
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

津
軽
り
ん
ご
市
場
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
お
願
い
】

　

電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
伝
票
番
号
を
確
認
い
た

し
ま
す
の
で
、お
手
元
に
必
ず
荷
受
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

今
が

り
ん
ご
展
示
会
開
催
の
お
知
ら
せ

青
森
県
り
ん
ご
品
評
会
開
催
の
お
知
ら
せ

◎
弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

【
搬
入
受
付
】　

11
月
30
日
（
木
）
11
時
30
分
ま
で

【
審    　
査
】　

12
月
1
日
（
金
）

【
展
示
期
間
】　

12
月
2
日
（
土
）、
3
日
（
日
）

【
競
売
日
】　

12
月
4
日
（
月
）

・
会
場
は
、
弘
果
第
３
卸
売
場
特
設
会
場

※
出
品
に
つ
い
て
は
各
品
種
と
も
６
箱
を
１
組
と
し
ま
す
。

◎
弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会
婦
人
部

【
募
集
要
項
】
右
記
弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会
と
同
様

※
出
品
に
つ
い
て
は
各
品
種
と
も
３
箱
を
１
組
と
し
ま
す
。

◎
津
軽
り
ん
ご
市
場
連
絡
協
議
会

【
搬
入
受
付
】　

11
月
29
日
（
水
）
正
午
ま
で

【
審    　
査
】　

12
月
１
日
（
金
）

【
展
示
期
間
】　

11
月
30
日
（
木
）
～
12
月
１
日
（
金
）

【
競
売
日
】　

12
月
２
日
（
土
）

【
申
込
締
切
】　

11
月
25
日
（
土
）

・
会
場
は
、
津
軽
り
ん
ご
市
場
特
設
会
場

※
出
品
に
つ
い
て
は
各
品
種
と
も
４
箱
を
１
組
と
し
ま
す
。

【
展
示
期
間
】　

12
月
２
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　

12
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

・
会
場
は
、
弘
果
第
３
卸
売
場

【
期
間
】
11
月
13
日
（
月
）

～
12
月
28
日
（
木
）

【
時
間
】
午
前
６
時
30
分

～
午
後
５
時

※
12
月
20
日
（
水
）、
12

月
29
日
（
金
）
は 

午
後

３
時
ま
で

（
土
曜
日
、
市
場
休
市
日

は
休
み
で
す
）

【
期
間
】
11
月
13
日
（
月
）

～
12
月
28
日
（
木
）

【
時
間
】
午
前
８
時
00
分

～
午
後
５
時

※
11
月
30
日
（
木
）
は
午

後
３
時
、12
月
29
日
（
金
）

は
正
午
ま
で

（
土
曜
日
、
市
場
休
市
日

は
休
み
で
す
）

精
算
窓
口
支
払
い
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　

弘
前
市
東
目
屋
中
学
校
の
生
徒
達
が
学
校
農
園

で
栽
培
し
た
り
ん
ご
の
競
売
が
11
月
８
日
、
当
社

第
２
卸
売
場
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

生徒達が見守る中、次々と競り落とされるりんご

一
生
懸
命
育
て
た
り
ん
ご
を
出
荷
〜
東
目
屋
中
学
校
〜

晩
生
種
最
盛
期
を
迎
え
る

小
玉
傾
向
も
相
場
堅
調
に
推
移

初
冬
の
風
物
詩
干
し
大
根

　

そ
菜
部
に
は
11
月
16
日
、
初
冬
の
風
物
詩

で
あ
る
干
し
大
根
が
初
入
荷
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
大
根
は
、
収
穫
後
に
寒
風
に
さ
ら
し

て
丁
寧
に
干
し
上
げ
ら
れ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

独
特
の
香
味
と
野
菜
本
来
の
甘
さ
を
凝
縮
さ

せ
た
様
な
味
わ
い
が
特
徴
で
、
主
に
沢
庵
漬

け
や
、
津
軽
地
方
で
好
ま
れ
る
ニ
シ
ン
漬
け

等
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

干
し
大
根
の
入
荷
は
、
11
月
末
頃
ま
で
続

く
予
定
で
す
。

【
材
料
（
四
斗
樽
用
）】
干
し
大
根
・
・
・
12
本
、

人
参
・
・
・
８
～
10
本
、
キ
ャ
ベ
ツ
・
・
・
中
４
玉
、

身
欠
き
ニ
シ
ン
・
・
・
1.5
㎏
、
米
麹
・
・
・
1.5
㎏
、

生
姜
・
・
・
３
０
０
ｇ
～
５
０
０
ｇ
、
粗
塩
・
・
・

材
料
全
体
の
３
～
４
％　

※
昆
布
、
鷹
の
爪
は
お

　

同
校
で
は
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
か

ら
学
校
で
り
ん
ご
を
栽
培
し
て
お
り
、
今

年
で
70
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
隣
接
す

る
東
目
屋
小
学
校
の
生
徒
と
同
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
も
協
力
し
て
、
栽
培
か
ら
収
穫
、
出
荷

ま
で
の
一
連
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
荷
さ
れ
た
「
サ
ン
ふ
じ
」
23
箱
、「
王

林
」
23
箱
は
、生
徒
達
が
見
守
る
中
、次
々

と
威
勢
良
く
競
り
落
と
さ
れ
、「
サ
ン
ふ

じ
」
が
１
箱
１
万
１
千
円
～
４
千
円
、「
王

林
」
が
１
箱
７
千
円
～
４
千
円
で
取
引
さ

れ
ま
し
た
。

　

競
売
後
、
農
園
委
員
長
の
西
谷
陽
太
さ

ん
は
、「
一
生
懸
命
育
て
た
り
ん
ご
が
他

の
と
こ
ろ
へ
売
ら
れ
て
い
く
の
は
悲
し
い

が
、
良
い
値
段
で
取
引
さ
れ
、
努
力
を
評

価
さ
れ
て
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

好
み
で

【
下
ご
し
ら
え
】

①
身
欠
き
ニ
シ
ン
を
米
の
と
ぎ
汁
で
戻
し
（
一
晩

か
ら
二
晩
）、
お
好
み
の
大
き
さ
に
切
り
分
け
ま
す
。

②
米
麹
を
ぬ
る
ま
湯
に
数
分
浸
け
て
、
水
を
切
り

ま
す
。

③
大
根
は
皮
付
き
（
剥
い
て
も
可
）
の
ま
ま
乱
切

り
か
銀
杏
切
り
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
乱
切
り
、
人
参
、

生
姜
は
千
切
り
に
し
ま
す
。

【
漬
け
込
み
】

①
樽
に
漬
物
用
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
入
れ
て
、
底
に
粗

塩
を
振
り
入
れ
ま
す
。

②
野
菜
、
ニ
シ
ン
、
麹
を
１
セ
ッ
ト
に
し
て
、
粗

塩
を
振
っ
て
段
々
に
重
ね
て
行
き
ま
す
。

③
蓋
を
し
て
、
塩
な
じ
み
を
良
く
す
る
た
め
、
約

１
日
室
温
で
保
管
し
ま
す
。

④
重
し
を
し
て
、
冷
暗
所
で
３
週
間
～
１
ヶ
月
漬

け
込
み
出
来
上
が
り
。（
漬
け
具
合
は
お
好
み
で
）

で
売
立
て
配
信
中

津
軽
市
場

弘　

果

活発な取引が行われている晩生種競売の様子
【
出
荷
に
際
し
て
の
お
願
い
】

○
キ
ズ
・
ス
レ
果
の
見
落
と

し
が
無
い
よ
う
、
丁
寧
に
選

果
し
ま
し
ょ
う
。

○
選
果
の
際
は
、
各
等
級
品

と
も
上
面
と
箱
底
の
品
質
が

同
じ
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

○
荷
下
ろ
し
の
際
は
、
上
段

と
下
段
の
差
が
無
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
選
果
、
運
搬
、
荷
下
ろ
し

の
際
は
、
オ
セ
や
キ
ズ
が
付

か
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
取
扱

い
ま
し
ょ
う
。

干
し
大
根
の
ニ
シ
ン
漬
け

の
作
り
方

　

今
年
産
の「
王
林
」「
ふ
じ
」

「
サ
ン
ふ
じ
」
は
、
夏
場
か

ら
秋
に
至
る
ま
で
、
干
ば
つ

や
日
照
不
足
等
が
あ
っ
た
も

の
の
、
生
産
者
の
皆
様
の
努

力
に
よ
り
、
食
味
、
品
質
良

く
仕
上
が
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
全
体
的
に
小
玉
傾
向
で

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
収
穫

期
直
前
の
台
風
に
よ
る
強
風

で
、
キ
ズ
果
の
発
生
等
に
よ

る
、
大
玉
、
上
実
の
取
扱
数

量
が
少
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

販
売
面
で
は
、
他
県
産
の

着
色
不
足
に
よ
る
出
遅
れ
、

業
者
の
長
期
貯
蔵
用
の
本
格

的
な
仕
入
れ
、
輸
出
需
要
の

高
ま
り
か
ら
、
良
品
物
を
中

心
に
総
体
的
に
引
き
合
い
が

強
く
、
当
社
の
取
扱
い
（
11

月
18
日
ま
で
の
累
計
）
は
、

「
王
林
」
が
数
量
32
万
１
千

箱
（
前
年
比
１
０
３
．
９

％
）
平
均
単
価
３
１
８
０
円

（
前
年
比
82
．
６
％
）、「
ふ

じ
」
が
数
量
49
万
６
千
箱

（
前
年
比
81
．
５
％
）
平
均

単
価
５
２
８
５
円
（
前
年
比

96
．
１
％
）、「
サ
ン
ふ
じ
」

が
数
量
76
万
箱
（
前
年
比

１
０
６
．
７
％
）
平
均
単
価

４
２
１
９
円
（
前
年
比
85
．

１
％
）
で
取
引
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
贈
答
用
の
需

要
が
高
ま
り
ま
す
。
選
果
の

徹
底
は
信
頼
を
生
み
、
価
格

向
上
に
繋
が
り
ま
す
。
上
下

差
の
無
い
良
心
的
な
選
果
を

心
掛
け
出
荷
し
て
い
た
だ
き

ま
す
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 

今
年
産
サ
ン
ふ
じ
は

果
肉
先
行
型
で
、
ツ

ル
割
れ
が
目
立
ち
、

内
部
褐
変
（
ア
ン
コ
）

が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早

期
の
出
荷
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



ひ ろ か だ よ り （2）

り
ん
ご
最
盛
期
の

佐
藤
　
潤
さ
ん
（
38
）

じ
ゅ
ん

　

農
業
に
大
き
な
夢
と
希
望
を
抱
い
て
就
農
し
た
人
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
紹
介
し
ま
す
。
農
業
の
未
来
を
切

り
拓
く
就
農
者
を
弘
果
グ
ル
ー
プ
は
応
援
し
ま
す
。

【
家
族
構
成
】
妻
、
子
供
２

人
と
の
４
人
家
族

【
住
所
】　

む
つ
市
南
赤
川

【
作
付
状
況
】
３
棟
（
計

２
４
０
坪
）
の
ハ
ウ
ス
で
夏

秋
い
ち
ご
（
す
ず
あ
か
ね
、

森
の
ひ
か
り
）
を
栽
培

【
就
農
年
】
２
０
１
６
年

【
き
っ
か
け
】
実
家
は
農
家

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
業

に
興
味
が
あ
り
、
高
校
卒
業

後
に
宮
城
県
の
農
業
短
大
へ

進
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は

上
京
し
、
し
ば
ら
く
農
業
と

は
関
係
の
な
い
仕
事
に
就
い

て
い
ま
し
た
が
、「
農
業
に

本
格
的
に
取
り
組
み
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
一
念

発
起
し
、
青
森
へ
U
タ
ー
ン

し
て
農
業
法
人
へ
就
職
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
実
践
的
な
農

業
に
携
わ
り
、
知
識
、
経
験

を
積
み
、将
来
的
な
自
営（
独

立
）
に
向
け
動
き
出
し
ま
し

た
。
そ
し
て
農
業
法
人
を
退

職
後
、
下
北
の
先
進
農
家
の

下
で
研
修
を
行
い
、
そ
こ
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
夏
秋
い
ち

ご
に
将
来
性
を
見
出
し
、
い

ち
ご
生
産
を
生
業
と
す
る
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。

【
現
在
】
農
地
の
土
壌
の
酸

性
度
が
高
く
、
い
ち
ご
栽
培

に
最
適
な
状
態
に
す
る
た

め
、
日
々
土
と
向
き
合
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
自
分
で
納

得
が
い
く
、
美
味
し
く
て
品

質
の
良
い
い
ち
ご
の
収
穫
を

目
指
し
、
色
々
な
方
法
を
試

し
、
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
北
国
の
農
業

の
大
き
な
課
題
で
も
あ
り
ま

す
「
一
年
を
通
し
た
農
業
」

を
考
え
、
実
現
さ
せ
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
栽

培
品
目
の
選
定
、
労
働
力
等

課
題
は
山
積
み
で
す
が
、
現

在
自
分
が
で
き
る
範
囲
か
ら

第
一
歩
を
進
め
た
い
。

【
座
右
の
銘
】「
省
力
化
」
無

駄
な
く
、
効
率
良
く
、
且
つ

手
間
を
惜
し
ま
ず
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

葛西専務からりんごの説明を受けるブータンからの研修者

身振り手振りを交え熱弁を振るう磯村氏

花
き
講
演
会
開
催

～
花
き
業
界
の
今
後
の
在
り
方
を
考
え
る
～

　
「
微
笑
み
と
幸
せ
の
国
」

で
知
ら
れ
る
ブ
ー
タ
ン
の

農
業
研
修
者
が
11
月
２

日
、
り
ん
ご
最
盛
期
の
当

社
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

研
修
者
一
行
は
、
弘
前

市
、
弘
前
大
学
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
・
国
際
協

力
機
構
）の
三
者
に
よ
る
、

同
国
の
農
業
指
導
者
を
育

成
す
る
技
術
協
力
事
業
の

一
環
で
来
弘
し
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、
り
ん
ご
の

上
場
風
景
や
競
売
を
視

察
、
上
場
さ
れ
た
大
量
の

り
ん
ご
が
次
々
と
競
り
落

と
さ
れ
て
い
く
様
子
に
研

修
者
は
「
自
国
と
比
較
し

て
、
り
ん
ご
が
取
引
さ
れ

て
い
る
現
場
の
規
模
の
大

き
さ
に
び
っ
く
り
し
て
い

る
。
ま
た
、
売
場
に
並
ぶ

り
ん
ご
の
品
質
の
高
さ
を

実
感
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

弘
前
花
き
で
は
弘
前
市

フ
ォ
ル
ト
ー
ナ
に
於
い
て
11

月
２
日
、
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

花
き
生
産
者
や

買
参
人
等
の
市
場

関
係
者
約
60
名
が

参
加
し
た
講
演
会

で
は
、
日
本
花
き

卸
売
市
場
協
会
磯

村
信
夫
会
長
が
講

師
を
務
め
、「
花

き
業
界
の
将
来

性
」「
地
方
に
お

け
る
今
後
の
花
き

振
興
」
を
テ
ー
マ

に
、
実
例
や
各
種

デ
ー
タ
を
基
に
し

て
、「
心
の
健
康

に
は
花
と
緑
が
必

要
」「
世
代
間
を

跨
ぐ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
新

し
い
提
案
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
等
、
身
振
り
手
振

ブ
ー
タ
ン
農
業
研
修
者

当
社
を
視
察

り
を
交
え
、
約
１
時
間
に
わ

た
り
力
説
し
ま
し
た
。

　

講
演
を
聞
い
た
弘
果
・
弘

前
花
き
連
絡
協
議
会
の
高
杉

会
長
は
「
花
き
生
産
者
と
し

て
、
今
後
の
仕
事
の
ヒ
ン
ト

と
な
り
、
生
産
意
欲
が
湧
く

有
意
義
な
話
が
聞
け
た
」
と

話
し
、
弘
前
花
き
弘
栄
会
相

馬
会
長
は
「
地
域
の
花
き
小

売
業
は
大
変
な
時
代
を
迎
え

て
い
る
。
こ
の
状
況
を
打
破

す
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に

お
い
て
、
少
し
で
も
「
花
」

に
触
れ
る
環
境
づ
く
り
を
販

売
側
か
ら
提
案
す
る
こ
と
が

改
め
て
大
事
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

当
社
で
は
規
格
外
の
「
破
損
木
製
雑
パ
レ
ッ
ト
」
を
多
数

保
有
し
て
お
り
ま
す
。

り
ん
ご
や
青
果
を
出
荷
す
る
際
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、

修
理
を
し
た
場
合
、荷
役
作
業
等
で
使
用
可
能
で
す
。
ま
た
、

無
償
で
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必
要
な
方
は
そ
菜

部　
（
電
話
：
０
１
７
２
―
27
―
５
５
１
１　

担
当
：
赤
坂
）

ま
で
。

ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
事
前
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

破
損
木
製
パ
レ
ッ
ト
を
無
償
提
供

農業の未来を拓く！新規就農者


